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本事務所通信は事務所の顧客さま、名刺交

換をさせていただいた方、ＦＡＸ番号、メー

ルアドレスを教え頂いた会社さんへお送りし

ております。不要の方はお手数ですがメー

ル、ＦＡＸ、電話等でその旨をご連絡下さい

ますようお願い申し上げます。 

就業規則診断 

たとえ完璧に作られた就業規則であっても、

法律が変われば不都合が起きる可能性があり

ます。定期的に、出来れば年に一回は見直し

が必要です。弊事務所では、法的視点、第三

者的視点から御社の就業規則を診断します。 
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ホワイト企業認定 
くるみんマークや健康経営優良法人認定のよう

に国が会社を一定の基準で審査して認定する制度

はいくつかあります。今回取り上げたホワイト企

業認定は民間機関が行っている認定制度です。そ

の特徴、認定基準等を紹介します。 

 ホワイト企業認定とは   

多くの認定制度が国の行政機関が主体となって

行っています。例えばくるみんマークは厚生労働

省が次世代育成支援対策推進法に基づいて少子化

対策や子育て支援に関係する認定基準を設けてい

ます。健康経営優良法人認定制度は、経済産業省

が健康増進に積極的に取り組んでいる企業を顕彰

する制度です。 

これに対してホワイト企業認定は民間の一般財

団法人日本次世代企業普及機構(通称：ホワイト

財団)が、以下で説明する7つの指標を総合的に

評価して認定する制度です。つまり会社を子育て

面や健康活動面という１面ではなく会社を多面的

に評価する制度になっています。 

 ホワイト財団の考えるホワイト企業とは   

ホワイト財団はホワイト企業をブラック企業の

反対とは考えていません。もちろんブラック企業

はホワイト企業認定を取ることはできません。ホ

ワイト企業とは、①長期のわたって健全な経営を

継続できる、②社員が安心して働き続けられる、

③時代のニーズに合わせた社員の働き甲斐を高く

保つ、の３要素を併せ持った会社で、「次世代に

残すべき素晴らしい企業」、「家族に入社を勧めた

い会社」としています。 

 ７つの指標   

会社を多面的に評価するために次の７つの指標

を採り、トータルな健全性を評価しています。 

① ビジネスモデル・生産性 

② ダイバーシティ＆インクルージョン 

③ ワーク・ライフバランス 

④ 健康経営 

⑤ 人材育成/働きがい 

⑥ リスクマネジメント 

⑦ 労働法遵守 

ホワイト企業であるためには、安定的な収益が

必要です。このため７つの指標の一番目にビジネ

スモデル・生産性があるのは大きな特徴です。ダ

イバーシティ＆インクルージョンとは耳慣れない

言葉ですが、社員の全員が個性や経験等を活かし

て活躍できるように支援をおこなっていることを

評価する項目です。 

 認定基準   

１つの指標毎に１０の設問があり、全部で７０

点になります。会社規模が１００名未満の会社で

は３０％以上の２１点が認定基準です。ただし

「労働法遵守」は満点が必須です。つまり労働法

は全項目をクリアして、それ以外の設問で６０点

中１１点を取ればよいのです。とはいえ簡単では

ありません。審査は無料です。興味のある会社さ

んには一度審査を受けてみることをお勧めします。 

 まとめ   

中長期的に人材不足になることが指摘されてい

ます。規模の小さい会社は大企業に比べて、会社

の規模だけでハンディを背負っています。求職者

はもちろん在職者にアピールするために「ホワイ

ト企業認定」の取得は効果を発揮しそうです。 

認定を取得している企業は現時点で１００余社

とまだ少数です。逆に少数の内だからこそ早期の

認定取得は強いアピール材料となり得ます。


